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我々の想い
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女性が能力を最大限に発揮できる環境は一人ひとり異なる。

「働き続ける」ために女性が求めることは、人生を自ら設計でき
子供に寄り添う育児ができる環境になること。

ライフステージに応じた女性の選択肢を増やすこと、そのため保育
園とベビーシッターの併用が出来るようになることが、

・出産を諦める（少子化につながる）

・仕事を辞める（女性就業率低下、管理職率低下につながる）

等の問題への有効な処方箋になると思われる。

自分の人生を自分のタイミングで自ら設計するには、
画一的な施策ではなく、選択肢を増やす施策が必要。



保育を担うすべての人への処遇改善を

保育の処遇改善については
認可施設以外で働く保育職員や学童職員も対象に

提言

岸田首相の所信表明で、
『看護、介護、保育、幼稚園などの現場で働いている人の給与を増やしていく。』
というお話があり、全産業平均よりもまだ低いと言われている、保育の処遇改善に焦点をあて
ていただけたこと、
また、今回の処遇改善では、これまでなかなか検討の俎上にのることがなかった、学童施設
で勤務している『放課後児童クラブ職員』についても対象としていただけたことは、
就労家庭が増えていく中、小学校生活後のこどもたちの居場所を支える、また長期休暇中
は一日の生活を支える重要な役割を担っている職員にとって、大変嬉しいメッセージとして届
いております。心より感謝申し上げます。

さらに、「保育」におきましては、認可外の保育所、学童クラブで勤務する職員に関しても、
今後ご検討をいただきますようお願いいたします。
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ベビーシッターや家事支援サービスの税額控除を

「ベビーシッターや家事支援サービスの利用促進策」として、利用代金の一部税額控除
により、育児、介護をしながら働く女性の支援をお願いいたします。

提言

女性の活躍支援のために
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認可保育園における有料オプションプログラムの設置を可能に

保育園等と同様、ベビーシッターも働く女性のインフラに

公定価格の引き上げや税金投入以外にも保育士の賃金を引き上げる手段として、事業者
が補助金外で収入を得やすいように規制見直しをお願いいたします。

・利用者が喜ぶオプションプログラムの提供による収入で保育士の処遇改善が可能

・収入増は保育の質向上のための原資にも活用

子どもの生活リズムに合わせた「預かり」を選択できるベビーシッターを少子化対策の柱に

・バウチャー制度を導入し、ベビーシッターを含む子育て支援策を働く女性が選べるように

・ベビーシッター産業を育成するため、国主導で実態調査をお願いいたします。
（ポピンズで利用者１万人に協力依頼可能）

提言

提言

働きながら「こどもまんなか」の育児を可能に



「不妊治療」の前に「不妊予防」
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キャリアのために出産を諦める女性、出産のためにキャリアを諦める
女性をなくす！（少子化ストップ、女性就業率向上）

不妊
予防

不妊
治療

1.中長期的に見て経済的、効果的

2.予防はキャリアプランを考えるきっかけに

3.不妊治療は民間の力を活用

限られた女性
のみが享受

働く女性全員が享受

税金の恩恵を多くの女性に

保険適用人間ドックでのAMH検査
(卵巣年齢検査) を可能に

・女性視点で自分の身体を手軽にチェックし
早期発見・治療ができる環境づくり

不妊予防に関する事業や企業研修に
対する助成を

提言

提言

・優秀な女性人材確保・離職防止
・企業リテラシーの向上
・キャリア＆ライフプランを若い時から意識させ
少子化ストップ



新型コロナウイルスの変異ウイルス「オミクロン株」は多くの変異があるため、ワクチン
効果が低下する懸念大。

岸田首相は「オミクロン株」の感染拡大に備え、３回目のワクチン接種について医療
従事者と高齢者の計約３１００万人を対象に、原則８か月の接種期間を短縮する
方針を表明されています。

保育所・学童施設において、職員と子供たちを守るとともに、社会的インフラとして
の施設運営を継続させ、医療従事者による新型コロナウイルス感染対策や治療を
支えるため保育施設等の従事者へも新型コロナワクチンの接種を優先していただき
たく、何卒よろしくお願いいたします。
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保育士等への3回目優先接種を提言

保育所等の新型コロナウイルス感染対策



「保育の未来を創る会」について
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1.  協議会加盟企業：６社（順不同、５０音順）

・株式会社学研ココファン・ナーサリー

・コンビウィズ株式会社

・株式会社小学館集英社プロダクション

・ピジョンハーツ株式会社

・株式会社ベネッセスタイルケア

・株式会社ポピンズ

2.  協議会委員長： ポピンズ 中村代表取締役会長

3.  同副委員長： ベネッセスタイルケア 滝山代表取締役社長

ピジョンハーツ 鶴代表取締役社長

4.  設立：平成26年6月30日

5. 開催頻度：年4回程度


